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      From the  Departmemt of Urology and Dermatology,  Ohtemae Hospital, Osaka 
   A case of traumatic rupture of the testicle without laceration of the scrotal skin is 
added to the 12 cases reported in Japan. 
   The patient was a 17 year-old student, with a history of having been kicked in the 
scrotum while playing with his friend. 
   Five hours following the injury, exploration of the scrotum was performed and a oblique 
rupture of the tunica albuginea was disclosed. 
   The tunica albuginea was closedby suture and the testicle permitted to remain. 
   One month later, the injured testicle was found to have become slightly smaller, though 
normal testicular sensation was present. Biopsy showed slight atrophy of the testicle.
緒 言
睾丸の外傷は比較 的屡 々みられ る障碍で ある
が,陰 嚢皮膚に何 ら損傷 な く,睾 丸に破裂の認
められ ることは極 めて稀 であるとされてい る.
我 々は最近かか る症例 を経験 したので ここに





















































小林が報告 した症例 を最初 とす るが,最 近小松
・早川(1960)がその後の6例 に 自験例2を 加 え
た計9例 について統 計的な観察を行 つている.
そして之の記載に洩 れた松島(1943)の2例と北
村 江島(1960)の1例を加 えると今迄 に12例
が報告 されている.之 を欧米 につ いて見 ると,
Cotton(1906)の第1例 以来,GoljiandJaffar
(1957)が従来 の報告例に 自験例 を加 えた そ の
後 の21例について詳細に記述 してい るが,之 に
Cassie(1956)並びにSchneiderma11(1957)
の2例 を加 えても,計24例が報告 されているに
過 ぎない様 である.
元来,睾 丸は可動性に富 む関係 もあつて,案
外 に抵抗 が強 くて,鈍 力が加わつた際に皮下破
裂を起す よりも,む しろ陰嚢外に押出 され るこ
とが多い とされてい る.つ ま りその 理 由 と し
て,陰 嚢内に於け る睾丸 が球形で あ り,可 動性
にとむ ことに加 えて白膜 の強靱 な ことがあげら
れ てい るが,Wesson(1946)によれば両物体
の間に挾 まれた睾丸 を破裂 さすに要す る力は 約
50kgであるといい,又 山本 ・世耕(1952)は
副睾丸結核患者の捌 出睾丸を台秤上に固定 し,
その上から除 々に重量 をかけ,破 裂 した瞬間の
加 えた圧を測定 し,最 小58kg,最大68kgで
あつた と述べ ている.即 ち畢丸を破裂 さすには
略成人1人 の重量 を要 するわけで ある.然 し乍
ら実際に破 裂が起 るには,そ の外 力の質,条 件
等に左右 され ることが多 い訳 で,McCrea(19
51)によれぱ打撃 が真直 ぐ上方 に,或 は斜 上方
に向つた場合で,し か も畢丸 が物体 と恥骨或は
大腿部 との間に衝撃 を受 けたときに起 り易 いと
して いる.又,北 村 江 島は彼等 の症例が単 に
跳ね返つたボールで破裂 を起 しているところか
ら,畢 丸破裂の発生 は固体 による差異,年 令的
な関係,畢 丸 自体の抵抗性,或 は打撃 を受けた
際 の力学的関係,時 間的関係に左右 されるもの
であろ うと述べてい る.Cassieも軽微な外傷
(短い階段か らの落下)で 畢丸破裂 を来 した症
例 を報告 し,組 織学的にゼ ミノー ムの存在 を発
見 しているが,我 々の症例では睾 丸の腫脹は見
られなか つた様で あるが流行性耳 下腺炎 の既往
歴 を有 していることが注 目され る.即 ち睾丸 自
体 に も発生 を助長 する何 らかの因子が存在 する
場合 もあ るもの と思われ る.
実際 に成 因をな したものは表1に 見 られる如
く,ス ポー ツ(柔 道,相 撲,空 手及 び野球)或
は 口論 中に相手 の膝又は足 で蹴 られた もの5例
(但し野球 に よるものは ボールで打撲),墜 落
に よるもの3例,交 通事故2例,入 浴 中桶 を介
して人に踏 みつけられ たもの1例,作 業中に材
木で打撲 した もの1例 であ り,我 々の症例は友
人 とふ ざけて いる中,相 手 の膝 で蹴上げ られた
ものであ る.欧 米 例に於 て も略 同様 のことが因
をな して いる.
症状:睾 丸 は非常 に敏感 な臓器で あるから,
その外傷の際には白膜破裂 の右無 に か か わ ら
ず ・多 くは著 しい自発 痛が必発 す る.そ して悪
心,嘔 吐 と種 々の程度のシ ヨッ クを時 々呈する
といわれ るが,自 験例を含 めて本邦 の13例中シ
ヨッ ク様症状 を伴 つたものは4例 に過 ぎない.
疹痛 と共 に陰嚢 の腫張,浮 腫 も必発症状 である
が,何 れに しても白膜破裂を伴 う睾丸外傷に特
異的な ものは ない.そ こで術前にその有無を確
め ることは 困難 で,本 邦例 中,北 村 ・江 島の症
例を除 き術前診断は すべ て陰嚢血腫又は打撲 と













































































オ ー トバ イ事 故
野球中,ボ ールで打撲
遊戯中膝でけらる






























































に よつて鞘膜腔内に血腫の形成を見 るもの及 び
睾丸実質 の広範囲に及ぶ挫滅に 至 る も の(志
田)迄 分け られるが,GoljialldJaffarによれ
ば,裂 目が小 さ くても睾丸は殆 んど完全 に挫滅
してい る場合(Lond(1952))もあ り,白 膜破
裂 と実質損傷の程度 とは必ず しも一致 しない こ
とを述 べているのが注 目される.
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白膜破裂 の状態 については,欧 米例 では縦 に
裂けたDttAd◇n(1952)の症例以外,殆 んど中
央 部に於て横 に発生 してお り,本 邦例 に於 ても
記載の明 らかで ないもの もあ るが,表1に 図示
した麟 く,鎗 例中,略 中央部 で横に生 じてい る
もの6例,縦 に裂けてい るもの2例,完 全に挫
滅 して不REのもの(斜 線 でぬ りつぶ してあるも
の)3例,不 明1例 と横裂の ものが多 く,山 本
世耕 の実験に於 ても何れ も真横 に完全 に破裂
したと詑載 して称る.然 し我 々の症例でほ,後
面中央部 よ り副睾丸尾部に向い斜下 に走 つてい
た.そ して以上何れの場合 も大 な り小な り実質
の脱 出を伴 うことは勿論である.
治療:先 にも述べた如 く,睾 丸破裂 を術前に
診籔す ることは殆 んど翠可能であ り,従 っ て本
邦例に於て見 られ る如 く,最 初 は陰嚢血腫 とし
て一慈安 静,湿 布,壷 腫の吸引 といつた保存 的
療法に止 め,受 傷 より乎術迄,約1週 間か ら3
週間前後,経 過 を見 ているものが大半で,症 状
の努転 を晃ない ままに嬬めて切醐 して白膜磯裂
の存在 を認めている.そ して切開後の処鷹 につ
いては 自験例を含 めた捻例 中,除 睾衛9例,白
膜縫禽3例,不 明1例 であ り,そ の殆 んどが除
睾術を施 行 してい る.勿 論除睾 術を行 うか保存
豹手籍に止 めるかは損傷の程度壷 びに受傷 後の
経過 臼数等に関係 することであるが,何 れに し
ても外傷 による陰嚢癒腫 と診断 のついた癌 例に
は畢丸破裂を も考慮に入れて,保 存的療法 に頼
らず,外 科的に切開 して探究す る必要 のあるこ
とは,McCrea以来Dundon,Schneiderman,
GoljiandJaffar等が何れ も強調 する と こ ろ
で ある.
本邦例中,そ の組織像を記載 したものを見 る
と,受 傷当 日又は翌 日手術を施行 した と思 われ
るもの(木 村:肥 沼 大井:小 松 早川の第2
例)で も既 に精細管の変性が見 られ,受 傷10B
後 の小林並 びに小松 ・早川の第1例 では明 らか
な精細管 の変性及び壊死を見 てお り,北 村 ・江
島の症例は14β後で軽度の萎 縮像 が認 められ て
いる点か らも,出 来 るだけ早期 に切開 して適切
な外科的処麗 を行 うことが強調 される藩以であ
り,Laird(1954)は血腫 のみの場合で も,そ
の線維化 による圧迫萎 縮を予防 する意味 で,血
腫 の除去が緬値 があ ると述べ ている.
切開後の処置 を欧米例 について見 ると,24例
中,除 睾術13例,白膜縫合9例,BottleOper-
a重沁A(饒 出 した実質 を轟膜縫含 によ り中eqお
さめ るのが困難な場合,畢 丸固有鞘膜を外蘇 し
縫合 する)2例 で,除 羅衛 と保 存的手衛 が穆半
ばするが,保 存的手術 後発生 す る睾丸萎縮の問
題 について,従 来 は破裂後 の睾丸は ど の 様 に
修復 しても結厨萎縮 に陥 るといわれ て い た が
(Receus:Guiteras),Lairdは6週後,Du-
9δenは7力 飛後に受傷翻 の睾丸嫁正常大 で所
謂畢丸感が存在 したと述べ,Schneidermanの
第1例 は4年 後の観察で殆 んど異常 を認 めてお
らず,Camphel;(圭937)亦衛後7年 聞翠丸の
萎 縮を見なかつた といつている.本 邦例で白膜
縫 倉を行つた松 島の第1鰐 は その後の経過 は不
詳であ るが,北 村 ・江島 の症例では6ヵ 月 後に
異常 を認めていない。我 々の症例では白膜縫合
後1カ 月 §の辮見であ るが局琢並 び江絹織学豹
に軽度乍 ら萎 縮が見 られ てい る.そ して今後 も
或程痩 の萎 縮が見 られ るとして も,特 に障露の
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